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麻見江ホスピタルは療養生活を快適に過ごして頂けるよう、ゆったりとした広く明るい病室で、行き

届いた医療と常に思いやりと優しさを基本とした看護を心掛けた療養型病院です。 

★『馬場地域支援館 眞美セントラルキッチン』情報！！★ 

住み慣れた地域で健康で暮らせる様に支援する為、食と地域の人々が集う場の提供、健康づくり・地域生

活支援事業、災害時に地域を支援する機能、食や健康などの調査・研究協力の機能を備えた「馬場地域支援

館眞美セントラルキッチン」が平成 29年度より開業しています。最先端調理システムを設備し、生産能力は

5,000 食／日が可能で徹底した衛生管理を行うとともに、管理栄養士を中心とした人材を配置しています。

地産地消を基本に、旬の新鮮食材を用いた治療食や介護食などの多様な食へのニーズへ対応します。 

医療法人眞美会 麻見江ホスピタル理念 

「健康こそ人生最高の宝」を基本とし、食を

中核とした医療の提供、そして「ハートから

ハート」を基本に「真心の医療」を提供しま

す。 

基本方針 

医療法人眞美会は基本方針に基づきご利用の皆さまに 

適切な、「医療」「保健」「福祉」サービスを提供します。 

１．ご利用の皆様の権利を尊重します 

２．安心して暮らせる地域づくりの推進 

３．ご利用の皆様の満足度の向上 



＜各 部 署 員 紹 介＞ 

本紙面を借りまして日々業務に勤しんでいる当院の各課より、業務内容や職員の紹介をさせて頂き

たいと思います。今回は栄養サポートチーム(歯科医師)よりご紹介します。 

＜栄養サポートチーム 歯科医師 杉沢＞ 

当院は全病床が主として長期にわたり療養を必要とする療養型病床となっており、入院患者様の平

均年齢は 80 歳を超えております。入院患者様の半数以上が経管栄養や静脈栄養管理、摂食不良、運

動不足等により低栄養状態や運動器の障害に陥っている状態です。栄養状態が悪ければどんな治療法

も効果を上げることができません。治療成績を上げるためには適切な栄養管理が必要になります。 

栄養サポートチーム（NST）は、医師、歯科医師、看護師、管理栄養士、薬剤師、理学療法士、臨

床検査技師、歯科衛生士の多職種で構成されており、各職種がそれぞれの専門知識と技術を活かし、

食事内容や栄養手段、リハビリ、口腔管理など患者様に応じた最良の栄養プランを提案し、栄養面の

サポートを行っていくチームです。 

私は栄養サポートチームのメンバーとして毎週カンファレンス、回診に参加しておりますが、それ

以外にも口腔ケアの知識に基づいた提案、摂食嚥下機能の評価と専門知識に基づいた提案、摂食嚥下

機能に適合した食形態の提案、口腔機能のアセスメント、口腔機能改善方法の提案等を行っておりま

す。麻見江ホスピタル NST は発足から 5 年が経過しました。毎年、栄養療法に関する研修を実施し、

全職員を対象とした知識の普及啓発活動を実施してきました。職員ひとりひとりが主体性を持ち物事

に取り組む姿勢の構築の一助になるように、NST 活動を通じて寄与していきたいと考えています。 

【 病 院 概 要 】 

名称   ：   医療法人眞美会 麻見江ホスピタル 

住所   ：   〒350－302 埼玉県比企郡鳩山町大橋 1066 

開設者  ：   理事長 馬場 眞美子  

院長   ：   今村 浩一 

診療科目 ：   内科・整形外科・リハビリテーション科・精神科・皮膚科・歯科 

病床数  ：   310 床（療養型病床 310 床） 

馬場 真美子 著 

 「献立もう一品 ふるさとの野菜と野草料理」

☆ 無 料 送 迎 実 施 中 ☆ 

当院では外来受診をされる患者様の無料送迎を行っております（要予

約。送迎地域は鳩山町内と一部指定地域で、ご自宅から当院間の受診送

迎利用限定です）。送迎する車は近年人気の「プチバン」タイプのクル

マで、広々としたスライドドアは乗り降りもしやすく、ご高齢の方にも

好評です。車内の居住性も広く快適にお過ごしいただけます。

ご利用に関してのお問合せは…

電話： 049-296-1155 総務担当まで 

☆ 編 集 後 記 ☆ 
近年各地の観光地で外国人観光客が多く、国際化の時代を実感しま

す。先日、編集長が旅行した際にも中国からの観光客の方々が沢山い

ました。編集長が宿泊先のホテルのプールで娘と遊んでいると、一人

の男の子が「一緒に遊ぼう」と英語で話しかけて来ました。その子は

香港から来た 7歳の子でした。編集長の娘がプールで水泳練習をして

いたのを見て、英語と身振り手振りで娘に泳ぎを教えてくれました。

男の子も香港で水泳を教わったそうです。男の子は編集長親子に気さ

くに話しかけてくれていたのですが、編集長は 7歳の子が話す英語も

半分程度しか理解できず、頭の中で「これは英語では何というのだっ

け？」と焦りながら、何とかカタコト英語で話しました。娘はと言う

と、通っている保育園には外国から来たお友達もいるので、外国語が

話せなくとも男の子とはためらい無く接していました。時折、行楽地

で外国人観光客の方から『写真を撮って下さい。』と言った簡単な遣り

取りはありますが、今回の様な経験は初めてでした。やはり英語によ

る疎通の重要性を痛感しました。そんな編集長は娘と一緒に子供用英

語教材の DVD を観ております。 

-編集長-

ハートからハートへ 

心と心を結ぶ医療サービス 

医療法人眞美会 麻見江ホスピタル 

〒350-0302  

埼玉県比企郡鳩山町大橋 1066 

電話：049-296-1155（代表） 

FAX ：049-296-1147


